
                       令和２年 3 月 5 日 

 

   所 内 各 位 

 

                        所   長 

 

     新型コロナウイルス感染症への対応について その 2（通知） 

 

 標記について、本研究所の対応を以下のようにいたしますので、適切な対応を

お願いいたします。 

 なお、最新の情報は、本学ホームページでもお知らせしておりますので、定期

的にご確認いただくようお願いいたします。 

 

【ポイント・留意点】 

１．発熱等の風邪症状が見られるとき、体調に不安があるときは、大学を休み 

  （出席・出勤を控える）外出を控え、自宅で健康観察を行うこと 



 

  休む場合は総務係へ連絡し、自宅での健康観察期間中は、毎日、体温等を 

  測定し記録願います。 

 

２．行事等について、感染の広がり、会場の状況等を踏まえ、早急に開催の 

  必要性を含め検討すること 

 

  実施する際は、手洗いの徹底、アルコール消毒液による手指消毒、マスク 

  着用等の咳エチケットなどの感染症対策に万全を期すこと。なお、卒業式は 

ライブ配信となり、工学研究科・機械系の関連行事は中止となりました。 

 

３．公共交通機関を利用している職員について、一時的に自家用車に変更が可能 

  な場合は、通勤方法を変更願います。 

 

４．公共交通機関を利用している職員の時差通勤については、本部通知に従い、 

ご対応ください。 



 

５．海外感染流行地域や緊急事態宣言の出ている北海道等への不要不急の旅行 

は中止すること 

 

もし、旅行した場合は、帰仙後 2 週間の自宅待機をお願いいたします。 

 

６．学生の学会発表等について原則中止とすること 

 

やむを得ず学会に参加する場合は、保証人の承認を得るとともに、 

  感染予防に十分留意の上、参加してください。 

 

 なお、今後所内で感染が確認された場合は、大学本部・保健所等と連絡し、 

 

 感染者発生の所内告知 

 経路や接触者の範囲を確認 

 消毒や同じ職場の従業員の安全確保 



 濃厚接触者の自宅待機（学生が感染者の場合、居室を同じくする学生の

自宅待機等）（2 週間） 

 

等の対策を実施する予定です。 

 

【参考】 

≪東北大学ＨＰ≫ 

 http://www.tohoku.ac.jp/japanese/ 

 

≪東北大学医学系研究科ＨＰ≫ 

 新型コロナウイルスに我々はどう対峙すべきなのか 押谷教授 

 https://www.med.tohoku.ac.jp/feature/pages/topics.html 

 

≪東北医科薬科大学病院 

 新型コロナウイルス感染症 ～市民向け感染予防ハンドブック≫ 

 http://www.hosp.tohoku-mpu.ac.jp/info/information/2326/ 


